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　以上二十五種のものが手に入った．中には昭和六年以前の出版に係るもの
があるが，大膿に於て昭和七年中に出版されたものである．
　1　第一篇天文地理學に300頁が費され，第一章三界（銀河系及び外銀河系）
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第二章太陽系，第三章天禮としての地球，嘉四章時季節及び暦，第五章蝕の
現象，第六章太陽系の起原，第七画面磁氣，第八章地質的に見たる地球，第
九旧地圖投影法及び地形圖に分けて詳述してある．これ丈け讃めぱ天文の大
要を知ることを得られる．
　2　本文968頁の彪大なるもの，本章の内容はヤング教授のL天文學便覧「よ
り大きく，之とゼー般天文墨コとの間に位するものである．ラッセル，デユガ
ン，スチユアーv三氏の合著で，L太陽系つとL天艦物理學及び恒星天文學コに二
大別し，更に緒論と二十六章に細別し，附録，事項索引，人名索引もあり，
天文三門の計算問題が諸所にあるので，回れを試みるのがよv・．この書を熟
讃玩味せば，一一角のアマチュア天文學者となれるであらう．
　3　第一部趣味としての天室観察，第二部實用の天文知識，jFしV・方角を見
る法，A，太陽に依る方法，　B，北．極星による方法，時刻を知る方法，　A，太陽
に依る方法，B，恒星による方法，第三部三軍な研究観測に分けて書いてある．
著者の言によると，「近來，毎年夏の頃，盛んに各地で行はれる登山は，登山
それ自身に，大切な種々の目的や，興味があるわけであらうが，爾ほ其の二二
に見得る天禮の景色に親しむと云ふ事は，登山者の爲めには大v・なる枚穫の
一つであらうし，夏に登山趣味を深める事にもなるであらうと考へる．それ
で，こNに專ら登山者の爲めの簡易な天文の手引きを書いてみるふとのこと
で下表が二十一，挿圖が五十圖あって，普通の天文書に見當らないことが，
諸所に解詮されて居る．
　4　地球は松山基範博士，地球の歴史は早坂一郎博士，人聞は石川千代松博
士の手になったもので，参考とすべき箇所が多い，
　5　寺田博士の地球物理學が絶版になって，松澤理學博士の地球物理學が出
版され．，三度び同名の地球物理學が，今度は中村博士によって著はされた．
　6「四十億年前の天文時代から現在までを二十八に分ち，簡軍な説明が加へ
てある。
　7　本書は第一章日蝕編，第二章月蝕編，第三章遊星の太陽面通渦，第四章
掩蔽編，第五章掩蔽を算出する描式法，附録天文常敷表からなって居て，五
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百部出版されたもので，天文戦域家の参考舌である．
8　科學日報昭和七年九月特輯號は大宇宙解剖號で，それの附録が本書で，
初めて星を見る人の手引として著はされ，緒言，毎月の星室，太陽系の軌道
とi其運行に分けて解説してある．
　9　本書はJ．Hジ1ンスの著を課述されたものである．
　10　著者が今後三十年の計書で獲表されんとする，綜合哲理第十巻の第一
巻となるもので，第一章宇宙の構成，第二章物質界の本質の二章は天文とし
て一家の灘南：がある．
　ll　濃密小松昌之氏の力作，少年少女の好造物である．
　12　天艦美観の姉妹扁，第一太陽景観，第二星と宇宙とその美，第三月と
その美観，第四我國中古以後の文學上の日月星辰の美，第五結論である．
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章赤道儀，
板の虞理法，第七章原板の庭埋法，第八章位置の測定法，他に類の少い好著．
天文の趣味の八割は天腱｛眞にありとか，篇眞の心得ある人々の必讃を奨む．
　18　有馬海軍大佐の著，國友一古市の傳記で，共の晩年の天禮望遠鏡の製
作，天膿槻測，鰻瞳救濟と望遠鏡，葺違鏡の取扱法の諸項特に一芦されたV、．
　19　明治四十年の初版で，私が星座を畳えたもの，新版を手にして，感慨
無量である．
　20　天文に關する唯一の年鑑，天文フアンの必讃書である．
　21　20と同様座右に備ふべき書である．
　22　23　天文野冊家必讃書である・
　24　天文学者，瀞話に出る天文に目する人々，物理學者，数判者等，天文
家に必要な人々の略イ」：がある．
　25　元緑口開の頭書，當時の天文を知る滲考書とすべきである・
64頁美しい天膿癒眞でうづめられ，それに簡躍な解説がある・
名は天文書であるが，實は戯曲である．
天川に零する帥話が澤山あるので一賀を奨める．
赫田理軍士の即発，年代を探るに頗る便利である．
中村要氏の遺稿，第一章天腱爲眞術，第二章天罷寓眞用レンズ，第三
　　第四半天膿爲眞撮影の諮装置，第五章各天膿の撮影法，第六章乾
